
※（　）内は、前売りまたは団体（20人以上）の料金。 ※65歳以上の方は一般団体料金（1,300円）となります。年齢確認ができるものを受付にご提示ください。 
※障がい者手帳をご提示の方は、ご本人と同伴者1人が無料になります。 ※本展の入館券でコレクション展示もご覧いただけます。

※8月30日（金）は展覧会準備のため臨時休館

【開館時間】9：00～17：00（入館は16：30まで）
【入館料】一般1,500（1,300）円、高大生1,000（800）円、小中生500（300）円

【主催】公益財団法人ひろしま美術館、中国放送、中国新聞社
【後援】広島県教育委員会、広島市教育委員会、広島テレビ、広島ホームテレビ、テレビ新広島、
　　　広島エフエム放送、ＦＭちゅーピー76.6MHz、ちゅピCOM
【特別協力】                                 　   【協賛】広島銀行

上：横山大観《霊峰不二》（部分）
下：菱田春草《芙蓉》（部分）
いずれも、シーピー化成株式会社蔵
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2024. 

ひろしま美術館、RCCオンラインチケット、楽天チケット、中国新聞販売所（取り寄せ）、
中国新聞社読者広報部、広島市内の主なプレイガイド、画廊、画材店、書店、
セブン-イレブン（http://7ticket.jp）、ローソン店内「Loppi」（Ｌコード：62431）

前売券販売所

会期中無休



〈アクセス〉
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■市内電車「紙屋町西」または「紙屋町東」下車
　徒歩5分
■バス「広島バスセンター」下車 徒歩5分
■ひろしまめいぷる～ぷバス「ひろしま美術館前   
　（市民病院前）」下車すぐ
■アストラムライン「県庁前駅」下車 徒歩2分

駐車場は障がい者等専用駐車場のみとなります。
公共交通機関をご利用いただくか、自家用車で
ご来館される方は近隣駐車場をご利用ください。

〒730-0011 広島市中区基町３－２ 中央公園内
                   (リーガロイヤルホテル広島北側)
TEL 082-223-2530　 FAX 082-223-2519
ＵＲＬ https://www.hiroshima-museum.jp

会期中、広島県立美術館、広島市現代美術館のいずれかで同時期に開催中の
特別展入館券（半券可）を受付にご提示いただくと、当日の入館券を100円割引
でお求めいただけます。詳しくは各館にお問い合わせください。

県美×現美×ひろ美

相互割引

「ジパング  平成を駆け抜けた現代アーティストたち」 
202４年11月2日（土）～12月22日（日）

次回開催予定の
特別展のご案内

※1枚1名限り　※他の割引券との併用不可　
※広島県立美術館の「金曜ロードショーとジブリ展」は割引対象外です

※記載内容は変更になる場合があります。最新の情報は、ひろしま美術館公式ウェブサイトをご確認ください。

抹茶ラテ  660円（税込） 富士山ケーキ  770円（税込）
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カフェ・ジャルダン
特別メニュー

上村松園 《夕桜》 1907年頃

横山大観 《松韻濤声》 1943年

杉山寧 《妝》 1981年
しょう
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すべてシーピー化成株式会社蔵
菱田春草・横山大観 《竜田川（左：春草作）・勿来（右：大観作）》 1903～04年頃

なこそ

※10月15日（火）～11月1日（金）は展覧会準備のため休館します

加山又造 《微風》 川合玉堂 《連山朝陽》 1952年福田平八郎 《鮎》 1957年


